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子どもの姿・写真ギャラリー

子どもと大人、
幼から中をつなぐ

「共通言語」

　「心の力」を育む教育
を柱に、幼小中一貫教育
と、地域と連携した教育
を推進しています。

　学校教育目標として、本校が大切にしてきた
「豊かな心」を３つの「心の力」に分け、「心
戦隊シナショウレンジャー」というキャラク
ターにしました。
・自分を高める力をもつ、チャレンジブルー
・自分と向き合う力をもつ、ひたむきレッド
・他者とつながる力をもつ、つながりグリーン
　シナショウレンジャーは「心の力」を高め、
本校の「できない」を「できた！」に変える
ヒーローとして活躍しています。
　児童のがんばりを広報するインタビューピン
ク、がんばりを応援するエールホワイトも誕生
しました。

　学力の基礎・基本の充実をめざして取り組んでいます。
授業の中でも子どもたちの「心の力」を伸ばすことがで
きるように研修を進めています。

３つの「心の力」

七夕交流会で広がる「つながり」の輪

「心の力」を伸ばす授業づくり　

　町内の幼児（年長）が来校し、１年生と一緒に七夕交
流会を行いました。七夕飾りをつくっていると、サプラ
イズでシナショウレンジャーも登場しました。

野菜作りを通して育む「心の力」
　ひまわり学級では、協力しながら野菜栽培に取り組
んでいます。「育てる喜び」と「収穫する達成感」を
味わいながら、「心の力」を伸ばしています。

二上登山で高める「心の力」
　たてわり班で二上登山に挑戦しています。全員で山
頂をめざし、思いやりや協力する心、最後までやり抜
く力を育んでいます。

学習発表会

臨海学舎 万博遠足 運動会

長縄集会修学旅行

　家庭・地域・学校生活の
中で「ひたむきに取り組む
力」「挑戦する力」「人と
つながる力」を意識して行
動する姿が増え、自己肯定
感や自己有用感の向上が見
られています。

　幼稚園から中学校まで一
貫した育ちを意識し、日々
の授業や学校行事を、異学
年交流などと関連づけなが
ら継続して取組みます。子
どもを主語に、子どもの主
体性を大切にすることで
「心の力」をさらに高め、
家庭や地域にも広がる取組
みをめざします。

豊かな心の育成 みんながつくるみんなのシナショウレンジャー

太子町幼小中一貫教育　取組み事例

太子町立磯長小学校



「心の力」を伸ばす１年間の流れ

１学期「チャレンジ」 ２学期「ひたむき」 ３学期「つながり」

数字で見る「心の力」

保護者・地域へ 次年度への展望
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児童アンケートより

●「あなたはシナショウレンジャーが登場する
前とくらべて、心の力が高まっていると感じま
すか？」という質問に対して８５％以上の児童
が「高まっていると思う」と答えました。学校
生活の中で「心の力」の伸長をめざすことがマ
インドセットされていることが分かります。

●「あなたはどの心の力が高いですか？」とい
う質問に対して「つながり」と答えた児童が最
も多いことが分かりました。学級、学年間の横
のつながりだけでなく、なかよし班あそびや二
上登山などのたてわり活動、委員会活動、クラ
ブ活動などで縦のつながりも育まれていること
が推測できます。

●令和６年度は教職員
向けアンケートで「子
どもたちとよく話をし
ますか？」という質問
に対して、教職員の約
８０％は「よく話をす
る」と答えました。
　一方、児童向けアン
ケートで「先生や話せ
る大人が学校にいます
か？」という質問に対
して、「いる」と答え
た児童は６８％にとど
まり、大人と児童の間

　６月の日曜参観日に保護者を対象にシナ
ショウレンジャー上映会・講演会を行ってい
ます。活動を知ってもらい、子どもと大人を
つなぐ共通言語としてシナショウレンジャー
を活用してもらうことが目的です。
　事後アンケートより、「可視化されて分か
りやすい」「子どもとの関わりのヒントにな
りました」「非認知能力の真意が分かりまし
た」「親子で学べる機会になりました」とい
う声をいただきました。

主体的に学び育つ子どもの育成

地域ぐるみで育む「心の力」
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大人と子どもをつなぐ共通言語
「シナショウレンジャー」
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　幼稚園から中学校まで、子どもの主体性を尊重し、
大人は伴走者として成長を支えます。　

　「心の力」を見える化し、子どもも大人も同じ言
葉で成長を認め合う文化を育みます。

　家庭・地域・学校が連携し、子どもの学びと育ち
を切れ目なく支える環境づくりを推進します。

で認識のズレが少しありました。
　令和7年度の同じ質問を比較すると、大人と児童の
間の認識のズレが小さくなっていることがわかりまし
た。その他にも令和6年度と7年度を比較すると、先生
や大人への相談しやすさは67.2%から79.6%へと
12.4ポイント改善し、悩みを打ち明けやすい環境が整
いつつあります。将来の夢や目標を持つ割合は8.4ポ
イント上昇し、自己肯定感も3.9ポイント増加するな
ど、子どもたちの心理的安全性や前向きな姿勢が着実
に高まっています。子どもと大人をつなぐ共通言語と
してシナショウレンジャーの存在と活躍が要因として
考えられます。


